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Nagashima  Town  Public  Relations

完成「長島のはなし」
　3 月 8 日、長島町開発総合センターに巨大な壁画が登場しました。

（関連記事＝Ｐ 32）



長島町 10年間の歩み

↑ 2 年連続の赤潮被害（平成 21・22 年）
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新「長島町」誕生
長島町長／町議会議員選挙（定数 20 ＝旧東町 11・旧長島町 9）
初代町長に川添健氏
長島町議会臨時会　初代議長に濵上實則氏・副議長に小川武男氏
長島町消防団結団式
長島町誕生記念式典を開催　町民憲章・町木＝椿・町花＝すいせんを発表

長島町農業委員会委員選挙＝無投票（定数 16 ＝東 8・西 8）
鹿児島県立長島高等学校卒業式・閉校式　58 年の歴史に幕
長島町総合振興計画「フル・デュー・プラン」始動
九州の町村では初となる「長島町福祉事務所」開設
長島町ふるさと景観条例施行

消防分遣所再編（所管区域・通信業務等の見直し）スタート
汐見地区の「上り浜橋」開通式
長島町議会議員定数を 2 減（定数 16）

常陸宮殿下・妃殿下御来町
赤潮被害発生・養殖ブリに甚大な被害
長島町農業委員会の選挙による委員定数を 2 減（定数 14）
長島町農業委員会の選任による委員の議会推薦委員の定数を 1 減（定数 3）

「全国花のまちづくりコンクール優秀賞」受賞

長島物産館「黒之瀬戸だんだん市場」オープン
長島町農業委員会委員選挙＝無投票
長島町長／町議会議員選挙
長島町長に川添健氏（2 期目）＝無投票
長島町議会臨時会　議長に濵上實則氏・副議長に小川武男氏
赤潮被害発生・2 年連続で養殖ブリに甚大な被害

長島町合併 5 周年記念式典
長島町立学校給食センターが統合
長島町合併 5 周年記念「NHK ふるさと自慢うた自慢」公開収録

濵上實則長島町議会議長ご逝去
長島町議会臨時会　議長に小川武男氏・副議長に植元敏光氏

「鹿児島県景観大賞」受賞
長島町夢追い獅子島架橋基金条例施行
長島町議会臨時会　議長に植元敏光氏・副議長に児島薩男氏

「鹿児島県消防操法大会小型ポンプの部」で長島町消防団（中央分団）が優勝
長島町議会議員定数を 2 減（定数 14）

幣串小学校閉校式　108 年の歴史に幕
獅子島小学校閉校式　26 年前の統合を経て閉校
長島町農業委員会委員選挙＝無投票
新「獅子島小学校」開校式　獅子島中学校の敷地内に小学校・幼稚園も併設

長島町消防団が日本消防協会特別表彰「まとい」受章
黒之瀬戸大橋開通 40 周年記念式典
長島町長／長島町議会議員選挙
長島町長に川添健氏（3 期目）＝無投票
長島町議会臨時会　議長に児島薩男氏・副議長に池田廣氏

本浦小学校閉校式　122 年の歴史に幕
総務省から職員の派遣を受け「長島町版地方創生」スタート
リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰で「国土交通大臣賞」受賞
町営の「長島夢追い元気発電所」竣工式

長島町町制施行 10 周年記念式典

町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

　

３
月
20
日
、
町
制
施
行
10
周
年
記

念
式
典
が
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多
数

の
来
賓
や
町
政
功
労
者
、
関
係
者
約

６
０
０
人
が
集
ま
り
、
長
島
町
誕
生

か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の
日
を
祝
い

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
長
島
町

の
10
年
の
歩
み
」
が
放
映
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

川
添
町
長
は
「
合
併
10
年
を
顧
み

る
と
、
長
島
町
で
は
、
住
民
が
語
り

合
い
、
政
策
に
参
加
し
、
具
体
策
を

実
現
し
て
い
く
過
程
の
中
で
、
信
頼

で
結
ば
れ
た
一
体
感
の
醸
成
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
次
な
る
10

年
へ
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。
課
題

は
山
積
み
し
て
い
ま
す
が
、
総
務
省

の
人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
圧
倒

的
な
素
材
・
空
間
が
あ
る
こ
の
長
島

町
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
、
執

行
部
が
一
丸
と
な
っ
て
全
国
モ
デ
ル

の
長
島
町
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
10
周
年
記
念
特
別
表
彰

で
は
、
地
方
自
治
部
門
、
教
育
文
化

部
門
、
社
会
福
祉
部
門
、
一
般
篤
行

部
門
で
32
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

↑黒之瀬戸だんだん市場オープン（平成 22 年）

↑福祉事務所開設（平成 19 年）

↑新「長島町」誕生（平成 18 年）

↑長島夢追い元気発電所竣工（平成 27 年）↑町消防団「まとい」受章（平成 26 年）

↑式典で式辞を述べる町長

↑多くの人たちが式典に参加しました

　

来
賓
と
し
て
、
鹿
児
島
県
知
事
代

理
の
永
田
秋
人
北
薩
地
域
振
興
局
総

務
企
画
部
長
、
鹿
児
島
県
議
会
議
長

代
理
の
中
村
素
子
県
議
会
議
員
、
野

村
哲
郎
参
議
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
制
施
行
10
周
年
記
念

作
文
「
ふ
る
さ
と
長
島
町
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

長
島
中
学
校
２
年
の
酒
井
愛
加
さ
ん

が
、「
大
好
き
長
島
」
と
い
う
題
名

で
新
た
な
10
年
を
ス
タ
ー
ト
す
る
長

島
町
へ
の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
は
、

長
島
町
と
同
じ
10
歳
に
な
っ
た
小
学

４
年
生
の
各
学
校
代
表
が
未
来
の
長

島
町
へ
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
町
制
施
行
10

周
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
長
島
町

町
民
歌
も
披
露
さ
れ
、
来
場
者
か
ら

た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
、
式
典

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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元長島町議会議長 植元　敏光

元長島町議会議員 礒永　秀生

元長島町議会議員 田中　正隆

元長島町議会議員 原口　秀昭

元長島町議会議員 﨑口　國昭

元長島町自治公民館
連絡協議会会長 濵田　重則

元長島町自治公民館
連絡協議会会長 前畑　詔爾

地方自治功労者部門

元長島町教育委員会委員長 田中 順一郎

元長島町教育委員会教育長 中橋　藤七

元長島町文化財保護審議会会長 林　　季治

元長島町文化財保護審議会会長
元長島町文化協会会長 余宮　安之

元長島町体育協会会長 山口　　忠

元長島町子ども会
育成連絡協議会会長 江良 登貴男

元ながしま造形美術展
審査委員長 楠畑　裕也

教育文化功労者部門

元特別養護老人ホーム
あかね園園長 飯尾　順子

元長島町老人クラブ
連合会会長 早﨑　　勲

元社会福祉法人
東長会理事長 中納　武德

元長島町民生委員・
児童委員協議会会長 諏訪　勝江

元長島町民生委員・
児童委員協議会会長 垂門　和志

社会福祉功労者部門

元飯尾医院院長 飯尾　一成

鷹巣診療所所長 濵畑　弘記

高野医院院長 高野　　徹

平尾診療所所長 三角　芳文

児島歯科医院院長 児島　三彦

長島一周駅伝競走大会創設者
剣道範士 永田 健太郎

元社会福祉法人東長会理事長
長島町社会福祉協議会会長 早﨑 九洲男

長島町消防団団長 諏訪　義則

長島町体育協会会長 浜　　健男

長島町建友会会長 
景観団体認定第１号代表 福山　義弘

サンレディーながしま
加工組合代表 赤瀬　栄子

各種委員会・審議会委員
長島町主任児童委員 清原　郁美

各種委員会・審議会委員
長島町商工会女性部長 坂口　るみ

一般篤行者部門

緑
萌
え
　
風
香
る
　
ふ
る
さ
と
の
風
景

ゆ
る
や
か
に
時
間
（
と
き
）
流
れ  

人
は
集
う

恵
み
宿
る
大
地
　
だ
ん
だ
ん
畑

花
は
咲
き
誇
る
　
色
と
り
ど
り
に
　

笑
顔
が
溢
れ
る
　
こ
の
ま
ち
長
島

黒
潮
と
磯
の
香
　
澄
み
渡
る
空
の
青

さ
ざ
め
く
波
に
の
せ
て
　
心
躍
る

紺
碧
（
こ
ん
ぺ
き
）
に
輝
く
　
黒
之
瀬
戸

行
人
岳
か
ら
　
見
渡
す
島
々

見
守
り
続
け
る
　
こ
の
ま
ち
長
島

沈
む
夕
陽
が
　
茜
に
染
め
ゆ
く

潮
の
調
べ
に
　
耳
を
傾
け
て

遺
跡
と
古
墳
に
　
浪
漫
を
求
め
て

先
人
た
ち
の
　
足
跡
（
あ
し
あ
と
）
を
辿
る

豊
か
な
自
然
に
　
暮
ら
し
が
息
づ
く

青
い
海
と
空
　
我
ら
の
長
島

ふ
る
さ
と
の
う
た
〈
長
島
町
民
歌
〉

作
詞　

長
島
町
の
皆
さ
ん

作
曲　

平
田
み
ず
ほ　
　

　豊かな大地、黒潮と青空、花に囲まれた自然豊かな長島町の
町制施行 10 周年を記念して町民歌が作られました。
　町民歌の作詞は町民の皆さん、作曲は CM やアーティストへ
の楽曲提供で高い評価を得られている平田みずほさんにより作
成されました。
　式典の最後には、ＦＭ鹿児島でパーソナリティを務め、シン
ガーソングライターやジャズボーカルとして活躍しているエミ
リーさんが町民歌を披露しました。

町制施行 10 周年記念特別表彰
長島町民歌が完成 　部門別の内訳は、地方自治功労者部門が７

人、教育文化功労者部門が７人、社会福祉功
労者部門が５人、一般篤行者部門が 13 人です。
　受賞者は、次のかたがたです。（敬称略）

　町では、町制施行 10 周年を記念して、町
政発展に特に功績のあった 32 人を表彰しま
した。

　

式
典
終
了
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
出
水

中
央
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
校
は
、
２
年
連
続
で
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
金
賞
を
受
賞
、
全
日
本
吹
奏
楽
大
会

in
横
浜
で
は
審
査
委
員
長
賞
、
全
日
本
選
抜
吹
奏

楽
大
会
in
浜
松
で
は
マ
ル
タ
賞
・
ヤ
マ
ハ
賞
を
ダ

ブ
ル
受
賞
す
る
な
ど
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。

　

演
奏
は
記
念
式
典
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ド
ミ
ー
ト

リ
ー
・
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
「
祝
典
序
曲
」

で
始
ま
り
、「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
や
「
ヤ

ン
グ
マ
ン
」、「
ま
つ
り
」
な
ど
計
８
曲
を
披
露
、

式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
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未来の長島町へのメッセージ

　
私
に
と
っ
て
長
島
は
、
ふ
る
さ
と

で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
場
所
で

す
。
だ
か
ら
、
誇
れ
る
と
こ
ろ
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
方
言
で
す
。
母
や
祖

母
と
話
し
て
い
る
と
自
然
と
長
島
の

方
言
が
口
か
ら
出
て
き
ま
す
。
そ
の

優
し
い
方
言
を
聞
く
と
「
や
っ
ぱ
り

長
島
っ
て
い
い
な
。
好
き
だ
な
」
と

思
い
ま
す
。
こ
の
長
島
の
方
言
を
通

し
て
、
祖
母
と
会
話
を
す
る
事
も
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
方
言
は
、
祖

母
と
私
を
つ
な
い
で
く
れ
て
い
ま

す
。 大

好
き　

長
島

　

長
島
中
学
校
２
年　

酒
井　

愛
加

　

二
つ
目
は
、
花
で
あ
ふ
れ
た
綺
麗

な
町
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。
道
路
の

周
り
や
、
公
園
、
学
校
な
ど
、
様
々

な
所
に
綺
麗
な
花
が
数
多
く
咲
い
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
の
長
島
中
学

校
で
も
た
く
さ
ん
の
花
を
育
て
て
い

ま
す
。
朝
、
校
門
か
ら
見
る
度
に

「
綺
麗
だ
な
。
な
ん
だ
か
心
が
ほ
っ

と
す
る
な
」
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

花
フ
ェ
ス
タ
や
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
な
ど
1
年
中
花
で
長
島

じ
ゅ
う
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
綺
麗
で

い
い
な
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
近
頃

は
、
町
の
特
徴
で
も
あ
る
平
ら
な
石

を
使
っ
た
花
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
沿
道
に

作
っ
て
あ
り
、
新
し
い
長
島
の
名
所

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
食
べ
物
が
お
い
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
も
ち

ろ
ん
、
ブ
リ
や
ミ
カ
ン
な
ど
、
お
い

し
い
食
べ
物
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
去

年
の
夏
、
遊
び
に
来
た
い
と
こ
達
が

「
長
島
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
甘
く
て
お

い
し
い
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
ず
っ
と
長
島
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
食
べ
て
い
る
の
で
、「
甘
い
」
と

い
う
言
葉
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
改
め
て
「
さ
す
が
、
長
島
。

食
の
宝
庫
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、「
夕
日
が
綺
麗
」と
か「
地

域
の
人
が
優
し
い
」
と
か
、
他
の
町

に
誇
れ
る
長
島
の
魅
力
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
中
学
二
年
生
な
の
で
、

来
年
は
高
校
受
験
が
あ
り
ま
す
。
進

学
先
に
よ
っ
て
は
、寮
生
活
と
な
り
、

長
島
を
離
れ
て
暮
ら
さ
な
い
と
い
け

な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う

考
え
た
時
「
さ
び
し
い
な
あ
」
と
い

う
言
葉
が
頭
の
中
に
浮
か
ん
で
き
ま

し
た
。
で
も
兄
が
以
前
「
長
島
を
離

れ
て
み
て
、
初
め
て
知
る
長
島
の
良

い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
一
度
長
島
を
離
れ
て
戻
っ

た
時
に
、
今
、
感
じ
て
い
る
長
島
の

良
い
と
こ
ろ
を
も
っ
と
強
く
感
じ
た

り
、
知
ら
な
か
っ
た
良
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
た
り
す
る
こ
と
も
良
い
こ
と

な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
長
島
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
得
て
、
改
め
て
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
、
長
島
の
こ
と
が
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
新
し
い
長
島
町
が
誕
生

し
て
10
年
の
、
記
念
す
る
日
で
す
。

今
日
か
ら
、
ま
た
新
た
な
10
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
私
た
ち
子
ど
も
達

が
、
長
島
の
良
さ
を
守
り
な
が
ら
、

さ
ら
に
も
っ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
手
に
手
を
取

り
合
い
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田尻小学校４年　山下　泰典　　　　　　（写真は3・4年生）
「ぼくは、一人一人の家にもっと花がいっぱいあるような長
島町になっていればいいなと思います」

鷹巣小学校４年２組　田島　奈央
「わたしが長島で好きなところは、長島町役場にある、石で作った大きな花です。
とてもきれいな花なので、色々なところにこれからもたくさん作ってほしいです」

汐見小学校４年　福山　恵利　　　　　　（写真は3・4年生）
「未来の長島町へ私は長島のじゃがいもが大好きです。これか
らも、自然豊かでみんなに愛される長島町でいてください」

平尾小学校 4年　内田　涼
「ぼくは、長島町のぶりが大好きです。だから未来の長島町でもおいしい
おいしいぶりがたくさん食べられる、そんな長島町であってほしいです」

川床小学校４年　水口　莉乃
「わたしたちは、長島町のことが大好きなので、未来もきっとだいじょ
うぶだと思います。これからもわたしたちがふるさと長島町を守ります」

鷹巣小学校４年１組　石元　亜祐実
「わたしは、将来、医者になって長島町で働きたいと思います。
そして、病気で困っている人を助けていきたいと思います」

城川内小学校４年　大西　ひなの
「未来の長島町は、これからも緑いっぱいで、美しい海がき
らきらと光りかがやき続けてほしいです」

獅子島小学校４年　池田　龍星　　　　　（写真は3・4年生）
「ぼくは、獅子島の七郎山からの風景と獅子島から見える太陽の光で輝く海を守り
たいと思います。そして、行人だけから見える、長島町の美しい風景が大好きです」

蔵之元小学校４年　小浦　優斗
「ぼくは、家から見える夕日がとても大好きです。真っ赤にかがや
く夕日がいつまでもいつまでも見える長島町であってほしいです」

伊唐小学校４年　馬場　藍未　　　　　　（写真は3・4年生）
「わたしは、未来の長島町が、花いっぱいの心豊かな町であってほし
いと思います。これからも笑顔いっぱい、しっかりとがんばります」

町
制
施
行
10
周
年
記
念
作
文

「
ふ
る
さ
と
長
島
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

最
優
秀
賞

式典では、長島町と同じ 10 歳になった小学４年生の各学校代表が未来の長島町へ向けて
メッセージを発表しましたので、紹介します（写真は発表者とクラスメイト）。
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50 万円～
500 万円まで

小・中学校統合・再編
　

長
島
町
立
小
・
中
学
校
の
統
合
再

編
に
か
か
る
７
回
目
の
意
見
交
換
会

が
２
月
29
日
、
町
長
部
局
と
教
育
委

員
会
、
議
会
の
三
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て

は
、
複
式
学
級
の
解
消
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
対

象
の
小
学
校
区
に
お
い
て
１
月
下
旬

か
ら
こ
れ
ま
で
説
明
会
・
意
見
交
換

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
田
尻
小
学
校
は
統
合
再
編
す
る

こ
と
で
理
解
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、

ま
た
、
伊
唐
小
学
校
、
汐
見
小
学
校

に
つ
い
て
は
結
論
に
は
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
統
合
再
編
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
保
護
者
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

り
、
三
者
に
よ
る
協
議
を
積
み
重
ね

た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
結
論
を
得

る
ま
で
に
至
ら
ず
、
教
育
委
員
会
の

意
向
は
踏
ま
え
つ
つ
も
議
会
の
審
議

結
果
を
受
け
て
３
月
議
会
終
了
後
、

最
終
的
に
は
町
長
が
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
統
合
再
編
に
か
か

る
方
向
性
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
小
学
校
の
統
合
再
編

複
式
学
級
の
解
消
を
推
進
す
る

（
田
尻
小
、
伊
唐
小
、
汐
見
小
）

①
田
尻
小
学
校
は
川
床
小
学
校
と
統
合

②
伊
唐
小
学
校
は
鷹
巣
小
学
校
と
統
合

No.7

「ぶり奨学金制度」がスタートします

　ぶり奨学金制度とは、出世魚で回遊魚のブリにちなみ、学校等卒業後、地元リーダーとして活躍してほしいとの願
いを込めて名づけられた長島町の新しい奨学金制度です。
　具体的には、金融機関からぶり奨学ローンを借り、返済した場合に、元金相当額については卒業後に長島町に戻っ
て居住している期間分を、利子相当額については全期間分をぶり奨学基金から補填する制度です。

① ぶり奨学ローンの貸与を受け、当該奨学ローンを返済していること
② 町税等を滞納していないこと
③ 元金相当分の交付を受けることができる人は、奨学生が卒業後 10 年以内に住民登録し、
　その後転出することなく、現に居住していること
　（ただし、転出した場合は交付を受けることはできません。）

審査決定後、遅滞なく交付

毎年３月（３月返済日以降に申請）	
※上記の①～④の書類を教育総務課へ３月末日までに申請

●申請する年度に返済した利子（全ての方が対象）	
●元金の支払いについては、借入額の 10 分の 1 を毎年度支払い

（卒業後、10 年以内に奨学生が町内に居住している期間）	

教 育 総 務 課
金 融 機 関
戸 籍 係
税 務 課

① 長島町ぶり奨学金償還補助金交付申請書
② 金融機関が発行するぶり奨学ローンの返済額を証する書類
③ 現住所を証する書類（戸籍附票）
④ 世帯全員の納税証明書
※ 元金請求の場合は、本人（奨学生）申請となります。

申請できる人の
補助金受給要件

補 助 金 の 額

交 付 申 請

申 請

補 助 金 支 払 い

◎問い合わせ先　町教育委員会教育総務課　☎（88）5679［直通］

長島町×鹿児島相互信用金庫

ぶり奨学ローン
長島支店

西長島支店
限定！

ご融資金利

年1.50% ５年以内（平成 28 年 3 月 1 日現在）
※ 限 度 額 は お 申
込時の審査結果に
より決定します。

ご融資期間ご融資金額

※当金庫の短期貸出最優遇金利に連動する変動金利です。
※基準金利の変動により、貸出期間中であっても適用金利は変更します。

（審査の結果決定したご契約限度額に達するま
で、毎月一定額を奨学金形式でご融資します）

※医学部・薬学部などの６年制大学など、在学予定期間が４年を越える場合は、
　最長７年以内かつ卒業予定月の月末まで。
※お申込み時点の学校から進学される際、お申込人が引き続き「ぶり奨学ローン」
　の利用をご希望される場合、ご利用期間の延長も可能です。
　（延長にあたっては、別途審査がございます。）

●ご子弟、孫または扶養するご親族が、学校（高等学校・大学・大
学院・専門学校）に就学中、または就学を予定されているかた。

お申込人のご子弟、孫または扶養する親族のかたのための奨学資金。

元金返済据置（利息は、利息支払用預金口座から毎月払）
※卒業予定月の３カ月後の月末までに、ぶり奨学ローン（証書貸付）
　に切替えていただきます。
※保証期間中の元金の任意返済も可能です。

お申込人の当座貸越口座からご子弟等名義の普通預金口座へ次の金
額を定額自動送金します。
◎高等学校 / 毎月 3 万円　◎大学、大学院、専門学校 / 毎月 5 万円
※定額自動送金は、在学期間中かつ当該学校の最短卒業年まで行います。
※ご融資契約時に、定額自動送金のご契約が必要です。

※上記以外にも必要書類・条件等がございます。※ ご利用にあたっては審査の結果、ご希望に添えない場合がございます。

ご利用いただけるかた

お使いみち

出金方法

ご返済方法

●所得証明書
●運転免許証（ない場合は健康保険証、顔写真付住民基本台帳カード）
●就学中または就学予定であることを証する書類（合格通知書、在学
　証明書、学生証など）
●その他、当金庫が必要としてお願いする書類（申込書など）

ご返済方法

（1 年更新、更新時には審査があります）

（保証料含む・変動金利）

③
汐
見
小
学
校
は
城
川
内
小
学
校
と
統
合

・
田
尻
小
学
校
に
つ
い
て
は
平
成
28

　

年
３
月
議
会
で
条
例
改
正
議
案
議
決

・
他
の
２
校
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

　

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
協
議
を

　

継
続
す
る

■
中
学
校
の
統
合
再
編

２
校
へ
の
統
合
再
編
を
推
進
す
る

①
川
床
中
学
校
は
鷹
巣
中
学
校
と
統
合

　
（
鷹
巣
中
学
校
へ
）

②
平
尾
中
学
校
は
長
島
中
学
校
と
統
合

　
（
長
島
中
学
校
へ
）

中
学
校
を
２
校
と
す
る
理
由
と
し
て

(1)
既
存
の
学
校
存
続
（
４
校
）
は
、

　

議
会
で
陳
情
が
不
採
択
と
さ
れ
、

　

住
民
の
間
に
も
統
合
再
編
へ
の
意

　

向
は
強
い

(2)
長
島
本
島
で
は
１
校
が
理
想
で
あ

　

る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
が

　

十
分
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
現
状

　

で
は
町
民
（
各
界
各
層
）
の
理
解

　

が
得
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い

　
　

し
か
し
、
生
徒
数
の
推
移
、
教

　

職
員
定
数
の
現
状
等
を
勘
案
し
、

　

教
育
環
境
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る

　

中
学
校
２
校
へ
の
統
合
再
編
に
つ

い
て
は
、
今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
地
域

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
説
明
会

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　3 月 20 日の長島町町制施行 10 周年にあわせて、
関西ながしま会（金磯清隆会長）と関東ながしま会（児
島寛会長）から本町へ寄付金が贈呈されました。
　この日、金磯会長と児島会長の両氏が訪れ、川添町
長に寄附金を手渡しました。
　両会長は「長島の子どもたちの教育のために使って
いただきたい」と話し、川添町長は「長島の子どもた
ちのために大切に使わせていただきます」とお礼を述
べました。

↑調印式で結束を固める西平市長、白川署長、川添町長
　（写真左から）

↑川添町長へ寄付を手渡す金磯会長（写真中央）と児島会長（写真右）

　3 月 30 日、暴力団排除措置に関する協定調印式が
阿久根市役所で行われました。
　この協定は、暴力団などの反社会勢力排除活動を図
るために阿久根警察署と長島町および阿久根市が連携
し、暴力団排除措置などへの速やかな相互支援体制を
構築することを目的としたものです。
　この日は、阿久根警察署の白川勉署長、西平良将阿
久根市長、川添町長が協定書を交し、暴力団排除措置
などへの支援・協力体制の確認が行われました。

関東・関西ながしま会が町へ寄附金 暴力団排除に向け協定を締結
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～女性の声を聴く 101の会～

質
問　

長
島
産
の
原
料
を
使
っ
て
商

品
を
作
っ
て
販
売
し
て
い
る
。「
長

島
を
有
名
に
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
で
作
っ
て
い
る
。
い
い
商
品
を

作
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
、
そ
れ

を
ふ
る
さ
と
納
税
や
ネ
ッ
ト
販
売
な

ど
行
政
も
力
を
入
れ
て
手
伝
い
を
し

て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
し
、
雇
用
に
も
つ
な
が

る
。

回
答　
（
町
長
）
今
年
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
力
を
入
れ
る
。
輸

送
会
社
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
考
え
納

税
額
を
増
や
す
努
力
を
す
る
。
商
品

の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
た
い
。

対
応　
（
水
産
商
工
課
）
特
産
品
の

販
売
促
進
と
販
路
拡
大
で
今
後
に
お

い
て
は
ネ
ッ
ト
販
売
に
重
点
を
お
い

て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

（
企
画
財
政
課
）
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
つ
い
て
は
町
内
の
事
業
所

に
呼
び
か
け
て
随
時
増
や
し
て
い
る
。

質
問　

漁
協
で
は
販
促
活
動
を
ほ
と

ん
ど
男
性
が
中
心
で
行
っ
て
い
る
。

女
性
も
販
促
に
行
け
る
よ
う
な
機
会

を
作
っ
て
ほ
し
い
。
女
性
が
外
に
出

る
こ
と
で
新
し
い
情
報
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
今
後
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
。

　

バ
レ
イ
シ
ョ
部
会
は
女
性
も
販
促

に
行
っ
て
い
る
。
女
性
の
ほ
う
が
Ｐ

Ｒ
活
動
に
は
向
い
て
い
る
。

回
答　
（
町
長
）
昨
年
実
施
し
た
「
感

性
を
磨
く
旅
」
を
女
性
部
に
行
っ
て

も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

対
応　
（
水
産
商
工
課
）
女
性
部
の

方
々
が
販
売
活
動
で
き
る
よ
う
漁
協

と
協
議
す
る
。

（
農
林
課
）
次
年
度
要
請
を
予
定
。

質
問　

規
格
外
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
売

れ
な
い
の
で
ど
う
に
か
で
き
な
い

か
。

回
答　
（
井
上
副
町
長
）
レ
ス
ト
ラ

ン
の
シ
ェ
フ
と
話
を
す
る
と
規
格
外

で
も
利
用
価
値
は
あ
る
。
小
さ
い
も

の
で
も
量
を
確
保
で
き
た
ら
購
入
す

る
。
直
接
配
送
で
中
間
コ
ス
ト
は
か

か
ら
な
い
た
め
利
益
も
見
込
ま
れ
る

が
、
輸
送
の
問
題
な
ど
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

対
応　
（
農
林
課
）
Ｊ
Ａ
選
果
場
で

そ
う
か
病
の
発
生
し
た
も
の
は
加
工

向
け
に
一
部
販
売
実
績
が
あ
り
、
利

用
の
可
能
性
は
あ
る
が
生
産
者
と
加

工
業
者
に
よ
り
連
携
が
必
要
。
町
と

し
て
は
加
工
グ
ル
ー
プ
育
成
等
の
支

援
策
で
対
応
し
た
い
。

質
問　

漁
協
が
株
式
会
社
に
な
る
と

小
さ
な
養
殖
業
者
は
ど
う
な
る
の
か

不
安
に
な
る
。

回
答　
（
井
上
副
町
長
）
町
が
支
援

す
る
の
は
漁
協
の
株
式
会
社
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
事
業
者
に
対
し
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

対
応　
（
水
産
商
工
課
）
漁
協
に
お

い
て
も
漁
民
の
た
め
の
株
式
会
社
で

あ
り
、
行
政
は
町
内
漁
民
の
水
産
業

振
興
を
一
番
に
支
援
し
て
い
く
。

質
問　

町
で
行
う
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は

行
政
主
体
で
進
め
ら
れ
、
そ
の
後
は

本
人
任
せ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後

の
サ
ポ
ー
ト
も
ほ
し
い
。

回
答　
（
井
上
副
町
長
）
サ
ポ
ー
ト

の
方
法
に
つ
い
て
は
女
性
の
意
見
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
。
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
。

対
応　
（
総
務
課
・
企
画
財
政
課
）

婚
活
事
業
は
「
出
会
い
の
場
」
の
提

供
を
基
本
と
し
て
い
る
。
カ
ッ
プ
ル

の
サ
ポ
ー
ト
は
し
て
い
な
い
が
、
参

加
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
対
応

し
て
い
る
。

女性の視点を町政に

　

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会
が

3
月
14
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た

「
長
島
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
長
島
版

総
合
戦
略
」
の
説
明
を
行
っ
た
後
、

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
男
性
で
は
気
付
か
な

い
、
き
め
細
か
な
声
が
町
政
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
さ
れ
た
主
な
内
容
を
掲
載

し
ま
す
。

※
内
容
は
、質
問
・
回
答
（
回
答
者
）・

対
応
（
担
当
課
）
の
順
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。

質
問　

ぶ
り
奨
学
金
は
続
く
の
か
。

回
答　
（
町
長
）
財
政
の
余
裕
の
あ

る
と
き
に
基
金
の
積
立
を
行
い
増
や

す
よ
う
に
努
力
す
る
。
継
続
す
る
。

対
応　
（
教
育
総
務
課
）
平
成
28
年

度
に
１
億
円
を
基
金
に
積
み
立
て

る
。
今
後
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
を

活
用
し
積
み
増
し
て
い
く
。

質
問　

ぶ
り
奨
学
金
の
説
明
会
を
高

校
生
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
て
ほ

し
い
。

回
答　
（
教
育
長
）
町
内
３
カ
所
で

説
明
会
を
実
施
し
た
が
、
周
知
を
図

る
た
め
に
意
見
を
受
け
止
め
検
討
し

た
い
。

対
応　
（
教
育
総
務
課
）
防
災
無
線

で
周
知
し
、
鷹
巣
・
指
江
・
獅
子
島

の
３
会
場
で
開
催
し
38
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。
関
心
の
あ
る
保
護
者
な
ど

は
教
育
総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ

し
い
。

質
問　

野
球
を
続
け
る
た
め
に
、
部

活
動
を
辞
め
て
出
水
市
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
に
入
っ
た
が
、
高
校
入
学
の

推
薦
が
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
話
を

聞
い
た
。

回
答　
（
教
育
長
）
学
校
に
は
推
薦

の
規
定
が
つ
く
っ
て
あ
る
。
子
ど
も

の
一
生
を
左
右
す
る
こ
と
で
あ
る
の

で
、
疑
問
が
あ
っ
た
ら
学
校
だ
け
で

な
く
教
育
委
員
会
に
も
相
談
を
し
て

ほ
し
い
。

対
応　
（
学
校
教
育
課
）
各
中
学
校

で
の
推
薦
規
定
に
則
り
、
今
後
も
各

校
で
検
討
を
重
ね
た
上
で
、
推
薦
の

判
断
す
る
よ
う
重
ね
て
指
導
し
た

い
。

質
問　

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
で
川
床
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
で
練
習
を
し
て

い
る
が
、
雨
の
日
に
体
育
館
を
借
り

よ
う
と
し
た
ら
断
ら
れ
た
。
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

回
答　
（
教
育
長
）
社
会
教
育
課
に

伝
え
ま
す
。

（
町
長
）
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に

先
駆
け
体
育
館
の
改
修
を
行
う
。
そ

の
後
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
す
る
。

対
応　
（
社
会
教
育
課
）
練
習
種
目

に
よ
っ
て
は
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、当
課
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
で
大

き
な
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
遠
征
費
が
か
か
っ
た
。
助
成
金

な
ど
は
な
い
か
。

回
答　
（
教
育
長
）
長
島
町
出
身
の

選
手
が
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
で
活

躍
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

基
金
の
検
討
を
し
て
い
る
。

対
応　
（
社
会
教
育
課
）
全
国
大
会

規
模
へ
の
補
助
は
行
っ
て
い
る
。
基

金
に
つ
い
て
は
教
育
長
の
回
答
の
と

お
り
検
討
す
る
。

質
問　

預
か
り
保
育
は
小
学
校
低
学

年
し
か
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
。
高

学
年
も
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
か
。

回
答　
（
教
育
長
）
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
４
年
生
ま
で
の
受
け
入
れ

は
行
っ
て
い
る
。

質
問　

中
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
部
が
な

い
の
で
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
。

で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

回
答　
（
教
育
長
）
学
校
規
模
に
よ

り
設
置
で
き
る
部
活
が
決
ま
っ
て
く

る
。
現
在
は
合
同
チ
ー
ム
で
の
参
加

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

対
応　
（
学
校
教
育
課
）
各
学
校
で

の
合
同
で
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

単
独
チ
ー
ム
で
の
参
加
が
難
し
い
現

状
が
あ
る
。

質
問　

中
学
校
で
部
活
終
了
後
自
転

車
で
帰
る
の
は
大
変
で
、
結
局
親
の

送
り
迎
え
と
な
っ
て
い
る
。
帰
り
の

バ
ス
が
な
い
の
で
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
の

改
正
は
で
き
な
い
か
。

回
答　
（
企
画
財
政
課
長
）
路
線
バ

ス
に
つ
い
て
は
変
更
は
難
し
い
。
話

が
あ
っ
た
こ
と
は
南
国
交
通
に
伝
え

る
。
巡
回
バ
ス
は
以
前
変
更
し
た
経

緯
も
あ
っ
た
の
で
検
討
し
た
い
。

質
問　

子
落
と
し
塾
は
子
ど
も
た
ち

が
有
名
大
学
の
学
生
と
ふ
れ
あ
え
る

い
い
企
画
で
あ
り
、
こ
れ
を
町
内
の

中
学
生
を
対
象
に
し
て
ほ
し
い
。
子

ど
も
に
大
学
生
と
の
時
間
を
与
え
て

ほ
し
い
。

回
答　
（
井
上
副
町
長
）
当
初
は
高

校
生
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
現
在

は
中
学
生
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）
現
在
は
獅
子
島
で
開
催
す

る
た
め
、
諸
浦
港
ま
で
親
の
送
り
迎
え

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
町
内
の
別
の

場
所
で
の
開
催
も
検
討
し
て
い
る
。
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質
問　

子
ど
も
の
友
人
が
長
島
に
住

み
た
い
と
言
っ
た
が
、
借
り
る
家
が

な
い
。
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
も
あ
る

が
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
と
思

う
。

回
答　
（
企
画
財
政
課
長
）
空
き
家

バ
ン
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り

登
録
が
少
な
い
。
今
後
広
報
紙
な
ど

で
も
周
知
推
進
し
て
い
く
。

質
問　

町
内
に
小
児
科
医
が
な
い
の

で
、
病
院
に
行
く
の
に
も
時
間
が
か

か
る
し
、
行
っ
て
も
待
ち
時
間
が
長

い
。
小
児
科
医
の
確
保
を
お
願
い
し

た
い
。

回
答　
（
町
長
）
医
師
の
確
保
が
一

番
難
し
い
が
努
力
し
た
い
。

質
問　

子
ど
も
が
病
気
の
と
き
に
預

け
る
場
所
が
な
い
。
仕
事
で
休
め
な

い
人
も
い
る
の
で
病
児
保
育
室
の
設

置
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　
（
町
長
）
担
当
課
に
つ
な
い

で
お
く
。

対
応　
（
町
民
福
祉
課
）
病
児
保
育

事
業
は
１
園
が
園
舎
整
備
に
併
せ
て

開
設
準
備
を
進
め
て
い
る
。
町
直
営

で
の
開
設
は
難
し
い
の
で
保
育
園
な

ど
に
お
願
い
し
て
い
く
。

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
を
毎
年
し
て

い
た
が
、
翌
年
の
案
内
通
知
が
来
な

い
。
毎
年
寄
付
す
る
気
持
ち
の
人
も

い
る
の
で
案
内
の
通
知
を
い
た
だ
け

れ
ば
う
れ
し
い
。

回
答　
（
町
長
）
ふ
る
さ
と
納
税
の

決
算
を
つ
け
た
お
礼
状
の
送
付
を
検

討
し
た
い
。

対
応　
（
企
画
財
政
課
）
町
長
回
答

の
と
お
り
検
討
す
る
（
町
出
身
者
向

け
）。

質
問　

鷹
巣
小
学
校
下
の
駐
車
場
が

で
こ
ぼ
こ
で
水
溜
り
が
多
い
の
で
改

善
し
て
ほ
し
い
。

回
答　
（
町
長
）
す
ぐ
対
応
し
た
い
。

対
応　
（
総
務
課
）
当
会
の
翌
日
に

現
場
確
認
を
実
施
。
業
者
に
依
頼
し

て
整
地
を
完
了
し
た
。

質
問　

蔵
之
元
小
学
校
み
ど
り
の
少

年
団
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
古
い
。
古
い

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
県
の
大
会
等
に
出

席
し
て
い
る
。
幼
年
消
防
隊
の
法
被

も
古
く
な
っ
て
い
る
。
更
新
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

回
答　
（
教
育
長
）
予
算
の
都
合
も

あ
る
が
検
討
し
た
い
。

対
応　
（
農
林
課
）
み
ど
り
の
少
年

団
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
平
成

28
年
度
更
新
を
検
討
し
て
い
る
。

（
総
務
課
）
少
年
消
防
隊
の
法
被
に

つ
い
て
は
、
学
校
と
し
て
も
古
い
こ

と
か
ら
更
新
を
希
望
し
て
い
る
。
町

と
し
て
も
希
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
。

質
問　

防
災
無
線
の
個
別
受
信
機
は

一
家
に
１
台
と
な
っ
て
い
る
。
二
世

帯
住
宅
も
あ
る
の
で
２
台
設
置
は
で

き
な
い
か
。

回
答　
（
総
務
課
長
）
設
置
の
基
準

を
見
直
し
、決
裁
中
で
あ
る
。
今
後
、

公
民
館
長
を
通
じ
調
査
す
る
。

対
応　
（
総
務
課
）
1
世
帯
に
1
台

を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
防
災
行
政

無
線
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
二
世
帯
や

社
会
福
祉
施
設
、
社
員
寮
、
消
防
団

員
が
勤
務
す
る
事
業
所
等
に
は
1
台

を
無
償
貸
与
す
る
。

質
問　

川
添
青
果
横
か
ら
県
道
葛
輪

瀬
戸
線
に
出
る
交
差
点
に
あ
っ
た

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
が
道
路
改
良
で
無
く

な
っ
て
い
る
。
設
置
を
お
願
い
し
た

い
。

回
答　
（
総
務
課
長
）
明
日
調
査
を

し
て
、
設
置
を
検
討
す
る
。

女性の視点を町政に

①　竪山　隆一
65 歳・脇崎

③　𠮷川　秀記
64 歳・潟

⑤　小田　清光
53 歳・唐隈

④　山口　新一
65 歳・母良木

②　山迫　三郎
59 歳・田尻

⑥　飯田　満穗
60 歳・本浦

⑧　小田　敏博
69 歳・片側

⑩　宮路　研道
68 歳・矢堂

⑨　市尾　水代
52 歳・菅牟田

⑦　有馬　清章
53 歳・蔵之元

⑪　﨑野　豊文
58 歳・指江

⑬　脇田　恵子
61 歳・蔵之元

⑮　丸橋　一義
75 歳・伊唐

⑫　立野　望
64 歳・山門野中

⑯　福嵜　勝行
70 歳・川床上

⑲　山口　正成
66 歳・浦底

⑰　佐賀　樹男
71 歳・山寺

新体制でスタート長島町農業委員会委員
　農業委員会に関する法律が改正されたことに伴い、
農業委員の公選制が廃止され、市町村長が議会の同意
を得て任命する仕組みに変更されました。
　これに伴い、本町では次の 19 人が任命され、4 月
1 日、町長から辞令が交付されました。

　同日、第１回農業委員会臨時総会が開催され、
会長に山口正成氏、職務代理者に町田英史氏が選
出されました。
　今回任命された委員を、議席順（①～⑲）に紹
介します。

対
応　
（
総
務
課
）
当
会
の
翌
日
、

現
場
確
認
を
実
施
。
平
成
28
年
度
に

対
応
す
る
。

質
問　

蔵
之
元
平
尾
線
で
白
線
が
消

え
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
霧
の
日
な

ど
は
白
線
を
頼
り
に
運
転
し
て
い
る

の
で
、
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　
（
総
務
課
長
）
平
成
28
年
度

に
公
民
館
長
に
区
画
線
、
ロ
ー
ド
ミ

ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
要
望
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
そ
の
中
で

優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
整
備
し
て

い
く
。

対
応　
（
総
務
課
）
当
会
の
翌
日
、

現
場
確
認
を
実
施
。
道
路
延
長
が
長

い
の
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
特
に
急

ぐ
と
こ
ろ
か
ら
計
画
的
に
対
応
し
た

い
。

質
問　

坂
口
石
油
前
の
交
差
点
で
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。
普
通
の
信
号

に
改
良
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　
（
町
長
）
阿
久
根
警
察
署
に

再
度
要
望
す
る
。

対
応　
（
総
務
課
）
当
会
の
翌
日
に

町
長
が
警
察
署
に
出
向
き
確
認
を

行
っ
た
。
平
成
28
年
4
月
に
現
地
の

交
通
量
調
査
を
行
っ
て
判
断
し
た
い

と
の
回
答
を
得
た
。

↑
整
地
が
完
了
し
た
鷹
巣
小
下
駐
車
場

↑
坂
口
石
油
前
交
差
点（
鷹
巣
）

⑭　荒川　和昭
68 歳・平尾中南

⑱　町田　英史
58 歳・小浜
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平成 28 年度一般会計予算など 52 議案を可決長島町
議会

定例会

平成 28年度一般会計予算
　平成 28 年度一般会計予算は、総額 98 億 2,970 万７千円となりました。
　前年度の当初予算と比較すると約 7.3％の減となっています。
　主な事業は、町民体育館改修事業や温泉掘削事業のほか、ぶり奨学金基金積立金などです。

人件費 13.5％
1,327,856 千円

歳出合計（性質別）
9,829,707 千円

物件費 12.8％
1,260,916 千円

扶助費 15.4％
1,516,181 千円

普通建設事業 20.0％
1,965,510 千円

公債費 15.1％
1,485,789 千円

維持補修費 0.9％
88,518 千円

積立金 2.1％
202,629 千円

補助費等 11.7％
1,145,377 千円

投資及び出資金 0.0％
4,100 千円

繰出金 8.2％
802,831 千円

予備費 0.3％
30,000 千円

歳
　
入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り

で
す
。
構
成
比
は
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
が
15
・
0
％
、
地
方
交
付
税
や
町
債

な
ど
の
依
存
財
源
が
85
・
0
％
と
な
り
、

自
主
財
源
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

歳
　
出
（
目
的
別
）

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構
成

比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、
民
生

費
28
・
１
％
、
公
債
費
15
・
１
％
、

土
木
費
14
・
５
％
、
総
務
費
10
・
７
％

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

グラフ３

歳
　
出
（
性
質
別
）

　

歳
出
（
性
質
別
）
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構

成
比
は
グ
ラ
フ
３
の
と
お
り
で
、
普
通
建
設
事

業
費
20
・
０
％
、
扶
助
費
15
・
４
％
、
公
債
費

15
・
１
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

グラフ１

歳入合計
9,829,707 千円

町税 8.2％
803,559 千円

地方交付税 46.4％
4,558,191 千円

町債 14.7％
1,448,900 千円

国庫支出金 13.5％
1,322,313 千円

県支出金 8.0％
785,107 千円

その他 0.2％
15,773 千円

自主財源 15.0％
1,470,877 千円

依存財源 85.0％
8,358,830 千円

地方消費税交付金 1.7％
165,918 千円

分担金及び負担金 1.6％
158,721 千円
使用料及び手数料 0.5％

45,153 千円

財産収入 0.4％
38,701 千円

その他 4.3％
424,743 千円

地方譲与税 0.6％
62,628 千円

民生費 28.1％
2,765,548 千円

公債費 15.1％
1,485,789 千円

土木費 14.5％
1,424,792 千円

総務費 10.7％
1,048,011 千円

農林水産業費 8.2％
804,546 千円

教育費 10.1％
988,256 千円

消防費 3.9％
384,313 千円

商工費 2.7％
264,723 千円

議会費 1.0％
95,638 千円 予備費 0.3％

30,000 千円

グラフ２

歳出合計（目的別）
9,829,707 千円

衛生費 5.5％
538,091 千円

　平成 28 年第１回長島町議会定例会が３月８日から
開かれ、52 議案が上程されました。
　９日の本会議では、平成 27 年度一般会計補正予算

（１億 8,914 万 1 千円減額、総額 110 億 919 万８千円）
など 17 議案が可決。
　平成 28 年度一般会計予算（98 億 2,970 万７千円）や、

長島町立学校設置条例の一部を改正する条例、長島町
ぶり奨学金基金条例など 35 議案が委員会に付託され、
25 日の最終本会議で可決されました。
　このほか、教育委員会委員に村尾美代子氏を再任、
農業委員会に関する法律の改正に伴う新たな農業委員
会委員 19 人を任命することに同意されました。

継
続
審
査
中
の
陳
情
に
判
断

　

平
成
26
年
・
平
成
27
年
に
議
会
へ
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
に
つ
い
て
、
議
会
と
し

て
次
の
と
お
り
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

採
択

　

・
長
島
町
立
鷹
巣
中
学
校
の
存
続
を
求
め
る
陳
情
書

　

・
長
島
本
島
地
区
に
お
け
る
小
中
学
校
統
廃
合
実
施

　
　

計
画
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

不
採
択

　

・
長
島
町
立
中
学
校
統
廃
合
実
施
計
画
に
つ
い
て
の

　
　

要
望
書

　

・
長
島
町
立
中
学
校
の
統
合
に
関
す
る
陳
情
書

　

今
回
、
議
会
へ
上
程
さ
れ
た
「
長
島
町
立
学
校
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
25
日
の
最
終
本
会
議
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
29
年
4
月
１
日

か
ら
、
田
尻
小
学
校
が
川
床
小
学
校
へ
の
統
合
再
編
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
準
備
委
員
会
な
ど
で
統
合
再
編
へ
向
け
て
の
協

議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

田
尻
小
学
校
が
川
床
小
学
校
へ
の

　
　
　
　
　
　
統
合
再
編
が
決
定
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平成 27 年度補正予算の主な事業 単位：千円

生ごみ処理機キエーロの作成委託 2,106
生ごみ処理機購入補助 175
各集落のごみステーション設置に伴う補助 1,620
水俣病相談窓口の設置 2,350
離島等医療・福祉推進事業 27,138
海岸漂着物の回収・処理等（本島地区） 17,799
海岸漂着物の回収・処理等（獅子島地区） 8,559
新焼却施設建設負担金 27,442
水産商工課
マダイ・ヒラメ等の放流 6,648
恵比寿市の運営補助 1,300
おさかな祭りの開催 3,000
県営事業負担金（薄井漁港・葛輪漁港・茅屋漁港） 49,610
赤潮被害利子補給 10,109
漁業後継者の育成 2,821
獅子島地区の漁業再生支援 16,144
観音漁港 ( 合戦場地区）の防波堤等の整備 50,000
汐見漁港のしゅんせつ 5,000
蔵之元漁港の補修 3,000
商工会への補助 4,350
商工業振興資金利子補給 7,250
夏祭りの開催 1,850
町観光案内（バスツアー） 500
太陽の里の伐採 6,500
太陽の里のトイレ改修 2,594
蔵之元・赤崎のトイレ補修 5,400
温泉の掘削 139,000
松ケ平海水浴場の整備 3,600
公共施設の環境美化事業 17,135
レジャーランド太陽の里運営に係る経費 99,545
景観推進課
花カフェ長島およびブーゲンビリアの丘の管理
等に係る経費 10,854

ぐるっとフラワーロード事業 35,077
ツワブキ植栽・管理委託 30,434
水道課
浄化槽設置者に対する補助 79,042
簡易水道再編推進事業（鷹浦・西部・北部・川床）451,206
農林課
バレイショ祭りの開催 1,000
長島フェスタの開催 3,000
認定農業者の経営規模拡大補助 1,680
バレイショ栽培技術確立試験委託 1,200
農業用廃プラスチック処理補助 2,000
１アールハウス設置支援補助 1,500
東町産業開発貯蔵庫ドア改修 4,127
耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保する
ための交付金 40,906

イノシシ等被害防止のためのワイヤーメッシュ
柵設置補助 23,153

青年就農給付金 23,250
長島牛銘柄確立対策事業 2,500
有害鳥獣捕獲事業 14,704
下山門野地区ミニダム堆積土砂のしゅんせつ 4,553

総務課
集落間交流事業 1,000
財産台帳整備及び公共施設等総合管理計画の策定 5,400
花嫁対策交流イベント 1,800
感性を磨く旅 9,720
地域おこし協力隊 39,975
参議院議員選挙費 12,581
県知事選挙費 11,684
焼酎祭り 1,500
消防団活動・運営経費 52,155
耐震性貯水槽の新設（加世堂・指江・塩追） 17,208
長島分遣所水槽付ポンプ自動車購入 69,637
ふるさと納税に係る経費 52,657
企画財政課
夢追い獅子島架橋基金の積立金 100,000
巡回バス運行補助 18,597
乗合タクシー運行補助 840
自治公民館等チャレンジ提案事業 10,000
三和商船蔵之元港可動橋改修工事補助金 19,224
空き家改修補助金 7,500
出水駅蔵之元港間シャトルバス運行負担金 1,846
風力発電設備導入に係る調査・計画 15,434
男女共同参画「女性の声を聴く 101 の会」 273
長島夢追い元気集落活性化補助金 43,377
獅子島観光案内所の運営 2,474
獅子島地区フェリー運賃補助 4,680
獅子島活性化航路補助 500
町民福祉課
介護人材確保支援事業 703
臨時福祉給付金支給事業 107,657
福祉芸能大会の開催 800
老人給食サービス事業 8,050
敬老祝い金の支給 5,071
高齢者等住宅の改造費助成 1,067
高齢者生活支援事業 25,772
老人クラブへの助成 1,903
シルバー人材センターの運営補助 2,235
独居老人等宅の樹木伐採（ライフヘルプ事業） 1,496
子宝お祝い金の支給 19,900
ひとり親家庭の医療費助成 4,990
子ども医療費助成 34,434
保育所等の施設整備 139,405
保育所の運営補助 475,000
旧獅子島保育園の遊具整備 3,710
母子家庭への児童扶養手当給付 51,843
児童手当の支給 194,800
へき地保育所の運営費 9,817
生活保護の支給 115,868
長生園の空調機更新 49,566
保健衛生課
乳児・妊婦検診の委託 11,481
エンゼル支援事業補助 1,300
乳幼児から老人までの予防接種 31,807
がん検診等の委託 21,572

総務課
長島大陸シェフ招へい事業委託 20,000
食を伝える映像制作委託 4,000
広域性通信制高校「N 高等学校」と連携した
農業・水産業の魅力発掘・発信事業委託 4,000

いけす洋上レストランの実証実験事業委託 5,000
メタン発酵ﾊﾞｲｵﾏｽに関する実証実験事業委託 5,000
脳梗塞など生活習慣病患者が極めて多い地域にお
ける農業・水産業経営者等の健康づくり事業委託 7,000

血縁によらない事業継承モデル調査委託 17,000
デコレーショントラックの運行事業補助 9,000
海の栄養バランス安定化事業補助 10,000
企画財政課
ふるさと納税に係る経費 6,894
夢追ふるさと長島景観基金の積立金 28,329
夢追い獅子島架橋基金の積立金 100,000
情報セキュリティの強化対策経費 24,763
水産商工課
県営事業負担金（薄井漁港） 33,200
農林課
道の駅長島オープン冷蔵庫購入 1,899
雪害被害農家への資材共同購入 134,514
耕地課
土砂崩壊防止事業（城川内地区） 14,821

耕地課
農地深耕・造成・客土等の補助 9,449
農道の補維持補修工事 20,000
土砂崩壊防止事業（城川内地区） 30,002
農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を
図るための補助 24,238

浦底原地区・犬鹿倉地区の農道改良 10,001
広野地区のほ場整備 40,000
建設課
町道及び国道 389 号・県道 3 路線の維持管理経費 64,493
長島 ･ ぐるっと一周景観整備事業 50,000
町道の整備 285,000
鷹巣杉ノ段線の整備 75,000
行人岳線の整備 83,000
瀬戸小島線の整備 40,000
藤之元口之福浦線の整備 68,000
指江川内線の整備 80,000
浦汐屋茅屋線の整備 27,000
浦底杉ノ段線の整備 20,000
橋りょう維持補修 60,000
唐隈地区の野積場舗装 5,000
小浜地区のしゅんせつ 4,000
白瀬地区の野積み場舗装・防波堤補修 25,000
長島港（口之福浦地区）の整備 222,658
長島港（伊唐地区）の整備 57,342
教育総務課
小中学校統合準備委員会に係る経費 930
ぶり奨学金基金積立金 100,000
離島高校生修学補助 3,120
教職員住宅の環境整備 3,019
小学校施設修繕 14,883
中学校施設修繕 7,078
遠距離通学生徒への補助 1,237
要保護・準要保護児童・生徒への援助 11,460
獅子島の子落とし塾の開催 4,320
スクールバスの購入 13,000
学校給食センターの運営経費 54,807
学校教育課
英語指導助手の配置 10,129
英会話教室の実施 3,607
学校図書指導員の配置 5,638
特別支援教育支援員の配置 9,218
スクールガードリーダーの配置 519
社会教育課
生涯学習学級・家庭教育学級・高齢者学級委託 2,280
放課後児童健全育成事業 2,534
図書の購入 1,600
歴史民俗資料館案内地図作成 1,404
劇団四季公演，子ども芸術劇場 3,948
トライジョギング大会の開催 2,200
スポーツ教室（卓球）の開催 400
城川内運動場ナイター設備の改修 50,015
Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館の改修 48,526
総合町民体育館の改修 204,367

平成 28 年度当初予算の主な事業
単位：千円

１年間、こんなことにお金を使います
　今回の平成 28 年第１回長島町議会定例会で議決
された平成 27 年度補正予算の主な事業は次のとお
りです。
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人
事
異
動

　長島町役場に９人が新規採用されたほか、鹿児島県教育委員会から１人の職員が派遣され、４月１日
からそれぞれの部署で頑張っています。
　ニューフェースたちの意気込みを紹介します。町民の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

役場の新人職員を紹介

４
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

〈
課
長
補
佐
級
〉

農
林
課
長
補
佐
兼
農
村
振
興
係
長

（
農
林
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
林
務
係
長
）

山
下　

俊
弘

農
林
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
農
政
係
長

（
農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）

川
畑　

秀
紀

農
林
課
技
術
補
佐
兼
林
務
係
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長
）

久
保　

美
徳

耕
地
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長
兼
計
画
調
整
係
長

（
税
務
課
主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
税
係
長
）

○
有
馬　

秀
二

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
指
導
係
長

（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
）吉

元　

輝
明

社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長
兼
文
化
係
長

（
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長
）

北
園　

弘
行

〈
係
長
級
〉

税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係
長

(

保
健
衛
生
課
主
任)

○
増
田　

広
成

建
設
課
工
務
係
長

(

建
設
課
工
務
第
二
係
長)小

屋　

昭
彦

税
務
課
主
任(

税
務
課
主
事)

○
河
野
英
里
佳

税
務
課
主
任(

農
林
課
主
事)

○
加
世
堂
栄
彦

町
民
福
祉
課
主
任
・
福
祉
事
務
所
兼
務

(

保
健
衛
生
課
主
任)

中
橋
奈
緒
美

保
健
衛
生
課
主
任

(

保
健
衛
生
課
保
健
技
師)

○
中
納　

朝
美

農
林
課
主
任(

鹿
児
島
県)赤

嵜　

慶
和

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
主
任
生
活
相
談
員

(

教
育
総
務
課
主
任)

柏
木　

悠
肇

議
会
事
務
局
主
任(

企
画
財
政
課
主
任)

福
山　

幸
樹

〈
係
員
〉

総
務
課
主
事(

水
産
商
工
課
主
事)

田
上　

徹　

保
健
衛
生
課
保
健
技
師

(

保
健
衛
生
課
保
健
技
師
補)

○
赤
瀬
美
奈
子

社
会
教
育
課
主
事

(

社
会
教
育
課
主
事
補)○

山
口　

亮　

総
務
課
主
事
補(

税
務
課
主
事
補)

浦
田　

奨
吾

総
務
課
主
事
補

小
㟢　

華
子

企
画
財
政
課
主
事
補

小
﨑　

奈
菜

保
健
衛
生
課
主
事
補

樋
渡　

速
太

保
健
衛
生
課
保
健
技
師
補二

階
堂　

鮎

水
産
商
工
課
主
事
補

島
田　

江
陽

農
林
課
主
事
補

小
田　

直
輝

建
設
課
技
師
補

立
山　

正
秋

社
会
教
育
課
主
事
補

門
元　

光
生

〈
幼
稚
園
教
諭
〉

鷹
巣
幼
稚
園
教
諭

(

獅
子
島
幼
稚
園
教
諭)

豎
道　

美
和

獅
子
島
幼
稚
園
教
諭

(

鷹
巣
幼
稚
園
教
諭)

濵
田　

孝
子

獅
子
島
幼
稚
園
教
諭

間
柄　

萌　

〈
派
遣
〉

鹿
児
島
県
東
京
事
務
所(

総
務
課
主
事)

田
上　

徹　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

(

総
務
課
主
事
補)

浦
田　

奨
吾

〈
再
任
用
〉

総
務
課
主
事

本
田　

勝
郎

税
務
課
主
事

福
山　

眞
人

平
成
28
年
４
月

　これまでの学校教育の経験をい
かしながら ､ 長島町の未来を担う
子どもたちのために ､ 精一杯頑
張っていきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いします。

吉
よしもと

元　輝
てるあき

明（41）
学校教育課

　地元である長島町の職員として
働けることをうれしく思います。
一日でも早く町民の皆さまのお役
に立てるような働きができるよう
日々努力して参りますので、よろ
しくお願い致します。

小
こ ざ き

㟢　華
は な こ

子（22）
総務課

樋渡　速
は や た

太（22）
保健衛生課

　高校の頃より長島町を離れ生活
をしていましたが、また戻り長島
町の職員として働けることをうれ
しく思います。町民の皆さんのお
役に立てるよう日々努力をしてい
きますので、ご指導の方をよろし
くお願いします。

小
こ ざ き

﨑　奈
な な

菜（22）
企画財政課

　生まれ育った長島町で働けるこ
とに誇りを感じ、役場職員として
の自覚を忘れずに仕事に励んでい
きたいと思います。町民の皆様の
お役に立てるように精一杯頑張っ
ていきますのでご指導の程よろし
くお願します。

　長島町の職員として働けること
を嬉しく思います。一職員、一社
会人としての自覚と責任を感じな
がら、これまで学んできたことを
住民の皆様のために発揮できるよ
う一生懸命頑張って参ります。ご
指導の程、よろしくお願いします。

二
に か い ど う

階堂　鮎
あゆ

（22）
保健衛生課

小
お だ

田　直
な お き

輝（24）
農林課

一日でも早く町民の皆さんのお役
に立てるよう明るく、元気に頑
張っていきます。また、長島町職
員としての責任を持ちながら、自
分にできることを精一杯やってい
こうと思います。よろしくお願い
いたします。

島
し ま だ

田　江
こうよう

陽（24）
水産商工課

　長島町に帰ってきて、職員とし
て働けることをとてもうれしく思
います。これまで学んできたこと
を生かして町民の皆さまのお役に
立てるよう一生懸命努力していき
ます。よろしくお願いします。

　長島町職員として、誇りと自覚
を持ち、これまでの知識と経験を
生かして、町民の皆様のために一
生懸命頑張りたいと思います。
　よろしくお願いします。

立
たてやま

山　正
まさあき

秋（25）
建設課

間
ま が ら

柄　萌
もえ

（23）
獅子島幼稚園

　久しぶりの長島を満喫しながら
子どもたちと共に日々成長してい
きたいと思います。子どもたちが長
島の良いところをたくさん見つけ
られるような活動が出来ればと思
いますので、皆様のお力もお貸しく
ださい。よろしくお願いします。

門
かどもと

元　光
こうせい

生（20）
社会教育課

　長島町の職員になることができ
てとてもうれしいです。一番若い
ので、元気では負けないように
日々、努力・学習していきます。
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
いします。

たくさんの花々や潮の香り
に包まれる長島が大好きで
す。ひとつでも、ひとりで
も多くのかたに長島町の魅
力を発信していけるよう頑
張ってまいります。

5 代目キャンペーンレディ

町の魅力をＰＲ
　本町の多くのイベントの
ＰＲなど情報発信を担う長
島町キャンペーンレディに
上 ま ど か さ ん（21） が 決
定しました。
　主に町のイベントＰＲ活
動など 1 人で活動するこ
とになりますが、今後の活
躍に期待します。

1819 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o nNAGASHIMA TOWN Public Relations i n f o r m a t i o n 

平成 28 年度各種検 ( 健 ) 診の日程・会場をお知らせします
自分の体のこと、考えてみませんか？年に一度は、健診を受診しましょう！！
検診の日程は、連続していません。数日～数カ月に渡り実施しますので、都合のよい会場へお越しください。

◆子宮がん検診
日　　時 会　　場

5 月 9 日（月） 午後 潟公民館
夕方 町文化ホール

5 月 10 日（火） 午前 町文化ホール午後

5 月 11 日（水） 午前 蔵之元公民館
午後 平尾老人憩いの家

5 月 12 日（木） 午前 諸浦地区コミュニティセンター
午後 獅子島アイランドセンター

5 月 13 日（金） 午前 山門野コミュニティセンター
午後 川床コミュニティセンター

5 月 29 日（日）
午前 町文化ホール
午後 保健福祉センター

5 月 30 日（月） 午後 保健福祉センター夕方

5 月 31 日（火） 午前 保健福祉センター午後

9 月 21 日（水） 午前 保健福祉センター
午後 町文化ホール

今年も、夕方検診を実施します！
また今年は、休日検診も取り入れました。

「平日は仕事でなかなか…」という人も、これを機に
ぜひ受診してください。
○受付時間　午前　  9：00 ～   9：30
　　　　　　午後　13：00 ～ 13：30
　　　　　　（獅子島　12：30 ～ 13：30）
　　　　　　夕方　17：00 ～ 18：30
○検診料金　無料

日　　時
6 月 16 日（木） 6 月 28 日（火）
6 月 17 日（金） 6 月 29 日（水）
6 月 22 日（水） 6 月 30 日（木）
6 月 23 日（木） 7 月 1 日（金）
6 月 24 日（金） 7 月 19 日（火）
6 月 27 日（月） 7 月 20 日（水）

◆肺 ( 結核 )・大腸がん検診 ◆特定・長寿健診および胃がん検診
日　　時 会　　場

8 月 3 日（水） 平尾小学校体育館
8 月 4 日（木） 田尻小学校体育館
9 月 7 日（水） 町文化ホール
9 月 8 日（木） 町文化ホール
9 月 9 日（金） 蔵之元公民館

9 月 10 日（土） 山門野コミュニティセンター
9 月 11 日（日） 諸浦地区コミュニティセンター
9 月 12 日（月） 保健福祉センター
9 月 13 日（火） 保健福祉センター
10 月 7 日（金） 幣串幼稚園
10 月 8 日（土） 高齢者コミュニティセンター
10 月 9 日（日） 獅子島アイランドセンター

10 月 10 日（月） 保健福祉センター
10 月 11 日（火） 保健福祉センター
10 月 12 日（水） 保健福祉センター
10 月 13 日（木） 川床コミュニティセンター
10 月 14 日（金） 川床コミュニティセンター

休日健診が増えました。
○受付時間　8：00 ～ 10：00
　昨年より長くなりました
○検診料金
　特定健診・長寿健診　　無料
　胃がん検診　　　　　　無料
　肝炎ウイルス検診　　　無料
次の検診は料金が掛かります。

・腹部超音波検診　　2,000 円
・骨粗しょう症検診　   500 円
・前立腺がん検診　　1,000 円

『39 ヘルスチェック』はじめます
　39 歳以下（20 歳以上）でも、血糖や脂質、
肝機能などの血液検査が受けられる！自分の身
体の状態を見直してみませんか？受診票はお送
りしません。受診希望のあるかたは、直接会場
までお越しください。

◆歯周疾患検診
　　期間 会　　場

6 月 1 日～

　12 月 28 日

児島歯科医院

平尾歯科診療所

6 カ月間に渡り実施します。
○検診料金　　無料

1 日おおよそ４～７か所の各公民館を巡回します。
受付時間は受診票に記載します。
肺（結核）検診は、受診票がなくても受診できます。
受付時間は、公民館放送をします。
○検診料金　無料

問い合わせ先
役場保健衛生課保健係　☎（86）1146［直通］

身体障害者などの人は軽自動車税の減免を受けられます

　減免申請をされる人は、次の書類を準備し、
役場税務課または指江庁舎総合管理課で申請手
続きをしてください。
　申請期限は、平成 28 年 4 月 28 日（木）と
なります。

※自動車税（県税）の減免を受けている人に
ついては、軽自動車税の減免を受けることはで
きません。また、等級によっては減免申請の対
象外となる場合もあります。

＜持参するもの＞
・軽自動車税納付書
・減免申請書（無ければ窓口で発行します）
・マイナンバーカード
　（今年度の申請から必要になります）

・印　鑑
・免許証
・車検証（原付・小型特殊を除く）
・身体障害者手帳

問い合わせ先
役場税務課　☎（86）1172［直通］

国民健康保険税が変わります
○保険税の賦課限度額を引き上げます
　所得に応じた保険税の納付となるように賦課限度額が引き上げられます。
　これにより中間所得層の被保険者に配慮した保険税設定となります。

問い合わせ先
役場税務課国民健康保険税係　☎（86）1172［直通］

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分 合計課税限度額

これまで 52 万円 17 万円 16 万円 85 万円

見直し後 54 万円 19 万円 16 万円 89 万円

○国民健康保税の減額の対象となる所得の基準が引き上げられます
　軽減の基準となる所得額が引き上げられ、保険税を軽減される人が拡大されます。
　① 5 割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、被保険者 1 人あたりの
　　金額が現行 26 万円から 26.5 万円へ引き上げられます。
　② 2 割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、被保険者 1 人あたりの
　　金額が現行 47 万円から 48 万円へ引き上げられます。

（　　　　　　　　      ）40 歳以上の人がすべての検診を受診した
時の 1 人あたりの公費負担の金額です。

受けないあなたは、
　　　　20,937 円も損してる !!

※会場は計画です。
※休日健診は公民館利用状況に伴い、変更する場合があります。
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高齢者向け給付金
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

確認じゃ！

制度概要

賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない高齢者のかたを支援します。
　制度の趣旨
　・「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない高齢者のかたへの支援
　・高齢者世帯の所得全体の底上げ
　・平成 28 年前半の個人消費の下支え

支給対象者

下記 2 つの要件を共に満たすかたが対象です。
　平成 27 年度の臨時福祉給付金の支給対象である人
　 （要件を満たしているにもかかわらず、給付金を受け取っていない人も含みます。）
①平成 27 年度分の住民税が課税されないかたが対象です。
　ただし、課税されている人に生活の面倒を見てもらっている場合
　（住民税において、課税者の扶養となっている場合）
　生活保護の受給者である場合などは、対象とはなりません。
②平成 29 年 3 月 31 日までに 65 歳以上になる人（昭和 27 年 4 月 1 日以前に生まれた人）
※年金を受給しているか否かに関わらず、２つの支給要件を満たせば支給の対象になります。

支給額

対象者１人につき 30,000 円（１回限り）

申請方法

高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）を受け取るためには、
基準日（平成 27 年 1 月 1 日）時点で、住民票がある市町村への申請が必要です。
申請書は、対象と思われる人へ郵送します。
申請期間は、平成 28 年 4 月 18 日～平成 28 年 7 月 19 日までです。

支給対象者判定チェック

１．平成 27 年度の臨時福祉給付金（６千円）を受給しましたか？
　　（受給していない場合、支給要件に該当しますか？）

２．生年月日は昭和 27 年 4 月 1 日より前ですか？
　　（昭和 27 年 4 月 1 日生まれの人も含みます）

いいえ

３．高齢者向け給付金（3 万円）の支給対象者
　　となる可能性があります。

はい

非該当
４．高齢者向け給付金の対象
　　ではありません。

いいえ

はい

非該当
４．高齢者向け給付金の対象
　　ではありません。

よくある質問

Ｑ　基準日以降から支給決定がされる前に亡くなった場合は、支給はどうなりますか。
Ａ　基準日（平成 27 年 1 月 1 日）および基準日の翌日以降から（申請した後に）市町村で支給決定がさ
　　れる前に亡くなった人については、支給の対象外となります。
Ｑ　年金を受給していることは必要ですか。
Ａ　高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）の支給にあたっては、年金の受給に関わらず
　　支給要件を満たせば、支給の対象になります。

「高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」や
「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」、「子育て世帯臨時特例給付金」の

“振り込め詐欺” や “個人情報の詐取” にご注意ください。！
「臨時給付金」を装った不審な電話にご注意ください。

　昨年 11 月頃、不特定の人に、「050」で始まる同一の番号から着信があり、
　折り返すと厚生労働省をかたる音声ガイダンスで、「あなたは臨時給付金対象である」と告げられ、
　メールで口座番号や名義人名などを入力するフォームに誘導される事案が発生しています。

高齢者向け給付金に関して、市町村や厚生労働省などが ATM（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）
の操作をお願いすることは、絶対にありません。

・ATM を自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
・市町村や厚生労働省などが、「高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」を支給する
   ために手数料の振込を求めること等は絶対にありません。

・市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、お住まいの市町村
   や、警察署（または警察相談専用電話（#9110））にご連絡ください。

「一億総活躍社会」の実現に向け、
「高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」を支給します。

問い合わせ先

役場町民福祉課　☎（86）1157［直通］

2223 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



３
月

１
日

３
日

４
日

５
～
６
日

８
日
～
25
日

12
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日
～
27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

浦
底
港
浮
桟
橋
完
成
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
ノ
浦
公
民
館
）

自
衛
隊
新
入
隊
員
壮
行
会　
　
　
　
（
役
場
）

東
町
漁
協
養
殖
環
境
研
究
会
例
会　
（
漁
協
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

中
央
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

長
島
町
議
会
３
月
定
例
会

出
水
市
制
10
周
年
式
典　
　
　
　
（
出
水
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

国
勢
調
査
感
謝
状
伝
達　
　
　
　
　
（
役
場
）

女
性
と
語
る
１
０
１
の
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

中
学
校
卒
業
式　
　
　
（
獅
子
島
小
中
学
校
）

辻
調
理
師
専
門
学
校
食
事
会　
　
　
（
町
内
）

有
害
鳥
獣
会
議　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

博
多
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
長
島
食
材
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
市
）

こ
じ
か
落
成
式　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

第
６
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
式

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
周
辺
）

本
浦
集
落
交
流
会　
　
　
　
　
（
本
浦
地
区
）

伊
唐
集
落
総
会　
　
　
　
　
　
（
伊
唐
地
区
）

北
薩
広
域
議
会
定
例
会
開
会　
　
（
出
水
市
）

市
町
村
行
政
推
進
協
議
会
理
事
会
、
土
改
連

通
常
総
会
・
理
事
会
、
農
業
農
村
整
備
情
報

セ
ン
タ
ー
理
事
会
、
県
農
地
海
岸
保
全
協
会

役
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

小
学
校
卒
業
式　
　
　
　
（
蔵
之
元
小
学
校
）

自
公
連
・
衛
自
連
総
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

長
島
町
議
会
最
終
本
会
議　
　
　
　
（
役
場
）

健
康
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

関
西
な
が
し
ま
会
交
流
会
・
懇
親
会（
大
阪
府
）

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
議
会　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

自
治
功
労
表
彰
式　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

国
民
文
化
祭
総
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

暴
力
団
排
除
協
定
式
（
阿
久
根
市
）

退
職
者
辞
令
交
付
式
・
辞
任
式　
　
（
役
場
）

境
内
に
白
馬
飼
は
れ
て
笹
子
鳴
く　
　
　
　

淵
脇　
　

護

春
の
雷
厨く

り
やは

白
湯
の
た
ぎ
る
音　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

春
潮
の
鵜う

の
瀬
平
瀬
や
風
鳥
忌　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

武
者
凧
へ
合
格
祈
り
送
り
や
る　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

吊
橋
や
寒
声
ひ
び
く
綾
の
森　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

寒
声
や
腹
の
そ
こ
か
ら
好
き
な
歌　
　
　
　

大
堂　

早
苗

登
校
の
子
ら
に
寄
り
添
ひ
や
せ
子
猫　
　
　

山
田　

哲
夫

餌
を
ま
く
船
尾
に
群
れ
り
冬
鷗　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

草
木
の
芽
ふ
く
ら
ま
せ
る
雨
水
か
な　
　
　

坂
口　

静
子

赤
帽
の
子
等
の
挨
拶
息
白
し　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

平
和
か
な
小
春
日
和
で
妻
留
守
で　
　
　
　

大
堂　

正
弘

島
山
の
墓
石
に
温
み
鶴
帰
る　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

［
短
歌
］

メ
ジ
ロ
来
た
椿
ヤ
ン
モ
チ
鳥
か
ご
を
作
り
し
友
ら
声
聞
か

せ
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
貢

夢
の
中
我
よ
り
若
き
亡
父
母
の
顔
は
っ
と
目
覚
め
て
悔
し

息
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
繁

春
風
離
れ
長
島
が
見
え
潮
騒
の
音
途
切
れ
途
切
れ
に

中
仮
屋
辰
子

島
美
人
含
ん
で
偲
ぶ
亡
き
級
友
酒
蔵
の
中
か
く
れ
ん
ぼ
し

た
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
木
　
良
平

何
事
も
今
日
の
事
な
す
明
日
の
事
寝
床
寝
て
か
ら
反
省
す

る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

あ
す
約
す
石
蹴
り
の
子
ら
夕
桜
　
　
　
　
　
桐
野
　
眞
実

　ノーベル賞のはじまりや種類
を解説するとともに、受賞者た
ちの物語をイラストを交えて紹
介します。

や
ぎ　

た
み
こ　

著

　みんなの健康と平和を守るん
だ！大豆たちが、ヒーロー「ダ
イズレンジャー」に変身して大
活躍します。

「
ヘ
ル
シ
ー
せ
ん
た
い

ダ
イ
ズ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
研
究
会　

著

「
10
分
で
読
め
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

と
っ
た
え
ら
い
人
」

辛こ
ぶ
し夷
咲
き
菜
の
花
揺
ら
す
風
寒
く
友
に
貰
ひ
し
マ
フ
ラ
ー

温
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

曇
り
日
の
夕
べ
日
の
照
り
山
の
端
に
入
り
ゆ
く
時
に
山
桜

咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

北
風
の
吹
き
て
梢
に
積
む
雪
の
拳
の
如
く
丸
も
り
見
ゆ
る

岩
下　

房
代

海
沿
ひ
の
故
郷
行
け
ば
遠あ

ち
こ
ち近

に
西
日
を
浴
び
る
空
き
家
の

目
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

沈
み
ゆ
く
夕
日
を
隠か

く

ろ
ひ
霜
降
ら
す
黒
雲
湧
き
立
つ
天
草

の
沖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

ほ
こ
ろ
び
つ
桃
の
蕾
は
寒
空
に
向
き
て
匂
へ
り
亡
き
友
の

庭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

百
歳
の
恩
師
は
不
意
に
訪
ひ
来
り
両
手
に
て
わ
が
頬
つ
つ

み
給
ひ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

沖
合
い
に
鰤
の
養
殖
し
て
る
ら
し
餌
や
る
舟
の
連
な
り
て

見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

う
す
く
な
り
し
吾
髪
切
り
て
く
る
る
娘
の
何
と
優
し
き
手

の
温
も
り
ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

出
水
野
を
廻
り
て
あ
そ
ぶ
鶴
た
ち
は
去
る
日
近
き
を
す
で

に
知
り
ゐ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切替を推進
　町の浄化槽整備事業は、個人設置
型整備事業で推進されています。
　これにより、平成 29 年度までに
限り浄化槽設置工事費（本体のみ）
に対して補助金が増額され、個人負
担金の軽減が図られます。
　単独処理浄化槽（し尿のみを処理
する浄化槽）から、合併処理浄化槽
に付け替えるかたには、撤去費の一
部を補助（上限９万円）しています。

浄化槽設置工事費個人負担金の内訳

◎問い合わせ先
　役場水道課下水道係
　☎（88）5664［直通］

人槽区分

個人負担金

（旧）
平成 23 年度まで

⇨
【半額に軽減】

（新）
平成 24 年度から
平成 29 年度まで

5 人槽 170,000 円   85,000 円

７人槽 200,000 円 100,000 円

10 人槽 250,000 円 125,000 円

単独処理浄化槽撤去費補助　上限 90,000 円

平成 28 年 4 月「障害者差別解消法」が施行

○障害を理由とする差別とは？
　・不当な差別的とりあつかい
　　障害を理由として、商品やサービスの提供や
　　入店を拒否、制限したり、障害のない人には
　　つけないような条件をつけたりすること
　・合理的配慮の不提供
　　障害のある人から何らかの配慮を求める意思
　　の表明があったにもかかわらず、取り除く配
　　慮（聴覚障害のかたへの筆談や視覚障害のか
　　た方への読み上げなど）の配慮をしないこと

○住民のみなさんにできること
　・障害のある人をみつけたら、こちらから声を
　　かけて協力を申し出る
　・駐車場の「障害者等用駐車スペース」には必
　　要のない人は駐車しない
　・車いすの利用者などが手の届かない物があっ
　　たら、代わりにとって渡す
　・障害のある人に対する優遇措置に不平等感を
　　抱かない
　・災害時や緊急時に、障害に応じた協力をする
　　（車椅子を押す、一緒に避難する）

（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）

　この法律は、障害を理由とする差別をなくすための法律です。国や市
町村といった行政機関、会社やお店などの民間事業者の、障害がある人
に対する「障害を理由とする差別」をなくすための決まりごとを定めた
法律です。障害のあるなしにかかわらず、すべての人がお互いの人格と
個性を尊重しあい、共生できる社会をつくることを目的としています。

◎問い合わせ先
　役場町民福祉課社会福祉係　☎（86）1157［直通］

2425 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



行
政
相
談
所
を
開
設

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委

員
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者

へ
助
言
し
た
り
関
係
機
関
へ
の
橋

渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

５
月
11
日
（
水
）

　
　

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
行
政
相
談
委
員

　

下
平
隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

清
原
郁
美
氏
（
平
尾
中
南
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　
巡
回
相
談
を
ス
タ
ー
ト

　

町
で
は
、
身
体
や
こ
こ
ろ
な
ど

を
含
め
た
生
活
全
般
の
相
談
に
対

応
す
る
相
談
支
援
事
業
を
、
一
般

相
談
支
援
事
業
所
「
あ
い
わ
の

里
」
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
訪
問
に
よ
る
相
談

や
窓
口
で
の
相
談
、
電
話
相
談
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

28
年
度
は
、
地
域
で
の
巡
回
相
談

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

身
体
の
こ
と
、
こ
こ
ろ
の
こ

と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

生
活
全
般
の
相
談
に
専
門
の
相
談

員
が
対
応
し
ま
す
。
予
約
は
不
要

で
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

・
4
月
22
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
鷹
巣
）

・
４
月
22
日
（
金
）

　

午
後
2
時
～
午
後
４
時

　

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
５
月
19
日
（
木
）

　

午
前
9
時
～
正
午

　

獅
子
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
５
月
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　

役
場
指
江
庁
舎
相
談
室

※
右
記
の
時
間
で
、
相
談
員
が
常

駐
し
て
い
ま
す
。

※
6
月
以
降
も
順
次
、
地
域
で
開

催
予
定
で
す
。
広
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
自
宅
へ
の
訪
問
依
頼
や
右
記
の

時
間
以
外
で
の
相
談
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
い
わ
の
里
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
２
４
０
１

　

役
場
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特

例
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

と
は
、
排
出
ガ
ス
性
能
な
ど
に
応

じ
て
自
動
車
税
を
減
額
ま
た
は
増

額
す
る
制
度
で
す
。

○
平
成
28
年
度
に
減
額
さ
れ
る
自
動
車

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
平
成
28
年

3
月
末
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
し

た
自
動
車
の
う
ち
、
電
気
自
動
車

や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
な
ど
、
一
定
の
排
出
ガ
ス
性

能
と
燃
費
性
能
を
備
え
た
環
境
負

荷
の
小
さ
い
自
動
車

※
新
車
新
規
登
録
の
翌
年
度
1
年

　

分
の
み

○
自
動
車
税
が
増
額
さ
れ
る
自
動
車

　

新
車
新
規
登
録
か
ら
一
定
年
数

を
経
過
し
た
環
境
負
荷
が
大
き
い

自
動
車

　

・
平
成
17
年
3
月
31
日
ま
で
に

　
　

新
車
新
規
登
録
し
た
デ
ィ
ー

　
　

ゼ
ル
車

　

・
平
成
15
年
3
月
31
日
ま
で
に

　
　

新
車
新
規
登
録
し
た
ガ
ソ
リ

　
　

ン
車
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
を
含
む
）

※
抹
消
登
録
さ
れ
る
ま
で

※
特
例
適
用
後
の
税
額
な
ど
、
詳

し
く
は
鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動

車
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
２

解
決
の
た
め
に
ま
ず
は
「
相

談
」
を

　

九
州
財
務
局
鹿
児
島
財
務
事
務

所
で
は
、
多
重
債
務
者
に
係
る
相

談
体
制
強
化
・
充
実
を
図
る
た

め
、
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
債
務
整
理
方
法
な
ど
の
情
報

提
供
、
法
律
相
談
窓
口
の
紹
介
な

ど
を
行
い
、
多
重
債
務
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

　長島町川床ふれあい広場施設は、都市と農村
との交流の場・ふれあいの場を確保するととも
に、特産品の試食、販売、宣伝および三世代交
流健康増進を通じて、地域の連携を図り、併せ
て農村の活性化に貢献することを目的としてい
ます。
　当施設の指定期間が平成 28 年３月末日を
もって満了したことから、改めて本町の農林水
産物を使った加工品の開発・販売、地域食材を
ふんだんに使った飲食業が展開できる事業者な
どを募集します。

○施設の概要
　施設の名称…長島町川床ふれあい広場施設
　　　　　　　（長島町川床 3444 番地８）
　施設の内容…管理棟（床面積 200.21 ㎡）
　　　　　　　（加工施設、倉庫、配膳室、
　　　　　　　厨房、案内所、玄関ホール、
　　　　　　　試食試飲コーナー兼研修室）

○応募資格
　一定の要件を満たす法人およびその他の団体

○応募方法（提出書類）　
　指定管理者の指定申請書、法人または団体に
　関する書類、管理運営の計画書、管理にかか
　る収支計画書など
　※必要に応じ追加資料の提出を求める場合
　　があります。
　　
○応募締切
　平成 28 年 4 月 22 日（金）

○提出方法
　持参または郵送

◎提出・問い合わせ先
　役場農林課　☎（88）5670［直通］

長島町川床ふれあい広場施設の指定管理者募集
（川床ふれあいの郷）

厳
守
し
ま
す
。

○
相
談
内
容

　

・
カ
ー
ド
で
買
い
物
を
し
す
ぎ
た

　

・
返
済
の
事
を
考
え
る
と
夜
も
眠

　

れ
な
い

　

・
税
金
や
家
賃
・
光
熱
費
が
払
え

　

な
い

　

・
ヤ
ミ
金
に
手
を
出
し
た

　

・
失
業
し
て
返
済
が
出
来
な
い

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
財
務
局
鹿
児
島
財
務
事
務
所

　

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
９
９
（
２
２
７
）
５
２
７
９

第
29
回
か
ら
い
も
交
流
・
夏

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

香
港
、
マ
カ
オ
、
台
湾
の
大
学

で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
大
学

生
を
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
受
入
期
間

　

平
成
28
年
7
月
10
日
（
日
）
～

　
　

平
成
28
年
7
月
24
日
（
日
）

○
申
込
締
切

　

平
成
28
年
5
月
15
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

　

宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
担
当　

西
牟
田

　

☎
０
９
０
（
３
６
０
９
）
１
１
２
８

　平成 28 年 4 月から平尾歯科診療所の診療
日が次のとおり変更となります。

平 尾 歯 科 診 療 所 の
診 療 日 が 変 わ り ま す

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
（9 時～ 12 時） ○ ○ ○ × ○ △

午後
（1 時 30 分～ 6 時） ○ ○ ○ × ○ △

○ … 診療日　　　× … 休診日
△ … 第１，３，５土曜日は午前中のみ
　 　 第２，４土曜日は、午前・午後
◎問い合わせ先
　平尾歯科診療所　☎（88）3600
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

自衛隊入隊者壮行会

心・安全を守れる人材に安
　３月３日、平成 27 年度自衛隊入隊者壮行会が
長島町役場であり、自衛隊関係者や町自衛隊父兄
会員らが新入隊者を激励しました。
　本年度の入隊者は、小川巧海さん（犬鹿倉）、
川畑将矢さん（福ノ浦）、増森謙太さん（浦底）、
渡大誠さん（平尾中南）の 4 人です。
　会では川添町長や自衛隊関係者らから激励のこ
とばが贈られた後、新入隊者それぞれが抱負を述
べ、川畑将矢さんは「部隊配属 6 年間の中で同
期生たちと切磋琢磨し、技術と心を磨き、国民の
安全・安心を守れるような人材になりたい」と決
意を新たにしていました。

平尾保育園ひなまつりお茶会

事なお点前を披露見
　平尾保育園（清原卓英園長）は３月３日、ひな
まつりお茶会を開きました。会には保護者と平尾
中学校２年生 12 人、平尾駐在所の北濵勇起巡査
を招きました。
　ひなまつり会では、園児らと中学生が一緒にふ
れあい遊びで、楽しいひと時を過ごしました。そ
の後、年長組の 11 人の園児たちが和服姿で、保
護者や中学生、平尾駐在所の北濵巡査へ見事なお
点前でお茶を振る舞いました。
　また、3 月末で同駐在所が廃止となることから、
これまでお世話になった北濵巡査へ園児たちから
花束が贈られました。 ↑華やかな和装でお点前を披露した園児たち

↑町長らと決意を新たにする新入隊者

↑漁協青壮年部がブリの解体ショーを実演

　首都圏で長島町を紹介し、品質の高い本町の特
産品のＰＲや消費拡大を図るために「長島のごち
そう in 東京」が３月５日、東京都千代田区のニッ
ポンの郷土の食と地酒の店「フネ」で開催されま
した。
　レセプションでは、国会議員や本町にゆかりの
ある人たちのほか、本町特産品を取り扱う市場関
係者、長島大陸食べる通信の読者ら約 80 人を招
き、川添町長や農協、漁協職員らが、ブリやバレ
イショ、デコポンなど町の特産品をＰＲしました。
今回は長島のおもてなしをテーマに、東町漁協青
壮年部とバレイショ部会女性部の協力をもらい、

「ブリのたたき」や「煮しめ」など長島の家庭料
理が振る舞われ、参加者らは長島ならではの料理
を味わいながら、交流を深めていました。

長島のごちそう in 東京

島の家庭料理でおもてなし長

　３月 15 日、伊唐小学校で最後の英会話教室が
行われました。
　この英会話教室は、平成 23 年度から小学５・
６年生の教育課程に英語教室が導入されたことか
ら、同年 5 月に国の補助事業を活用して町内の
小学 1 年生から４年生を対象にはじまりました。
　平成 27 年度は小学２年生から４年生を対象に
実施したところ 141 人の児童が参加。放課後に
各学校の教室を借り、自己紹介やあいさつ、簡単
な日常会話をゲームや音楽を通して英語を学びま
した。
　最後のレッスンが行われた伊唐小学校では６人
の児童が参加し、音楽に合わせて楽しみながら
レッスンを受けていました。
　平成 28 年度からは英語指導講師を各学校に派
遣し、英語活動の更なる充実を進める予定です。

英会話教室

ームや音楽で英語を学ぶゲ

町内５つの中学校で卒業式

どもたちの巣立ちを祝う子
　思い出の学び舎に別れを告げ、新たな道へ進む
児童・生徒たち。３月 15 日に町内の中学校５校で、
３月 24 日に小学校８校で卒業式が行われ、小学
生 101 人、中学生 103 人が保護者や教職員に温
かく見送られました。
　3 月 15 日、獅子島小中学校では、4 人の小学生、
3 人の中学生が一緒に卒業式を迎え、これまでの
学校生活を振り返りながら、恩師・保護者への感
謝や在校生へのお礼のことばを述べ、仲間や恩師
との思い出をかみしめながら、それぞれの道へと
巣立っていきました。

↑楽しみながら英語を学ぶ児童

↑シェフの説明を聞きながら試食する参加者

長島大陸視察ツアー

流シェフにより長島の食材が変貌一
　本町と辻調理師専門学校（大阪市）が地方創生
に関する包括協定を締結したことから始まった長
島大陸視察ツアーが、３月 14 日、15 日の 2 日間
実施されました。
　辻調理師専門学校の教員や同校を卒業したシェ
フなど 10 人が参加した今回は、鰤王の養殖現場
や伊唐のじゃがいも畑、獅子島の紅甘夏の選果な
ど本町の特産品生産の現場を視察。その後、シェ
フによる本町の特産品を使った実演調理が行わ
れ、生産者や一般参加者に振る舞われました。
　都内レストランのオーナーシェフらが手を加え
た長島の食材は見事に変貌。養殖現場を案内した
長元翼さんは「もともとおいしい魚だが、食べた
ことのないおいしい味で色々な人に食べてもらえ
れば、仕事のやりがいもでてくる」と料理に舌鼓
をうっていました。
　生産者と料理人らを繋ぐこのツアーは今後も継
続的に進めていく予定です。

↑学び舎を後にする中学生（獅子島小中学校）
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

▽
３
月
20
日
の
町
制
施
行
10
周
年

記
念
式
典
、
第
６
回
長
島
夢
追
い

花
フ
ェ
ス
タ
な
ど
慌
た
だ
し
い
年

度
末
と
な
り
ま
し
た
が
、
何
と
か

無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
４
月
１
日
、
役
場
に
新

し
い
職
員
た
ち
が
入
庁
し
て
き
ま

し
た
。
初
々
し
い
面
持
ち
の
新
人

９
人
の
写
真
を
撮
り
な
が
ら
「
私

に
も
こ
ん
な
若
い
頃
が
あ
っ
た
の

か
な
ぁ
」
と
話
す
と
、先
輩
に
「
入

庁
の
頃
か
ら
オ
ヤ
ジ
だ
っ
た
！
」

と
笑
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
オ
ヤ
ジ
な
私
に
も
、
よ

う
や
く
春
が
訪
れ
ま
し
た
。
桜
の

の
花
と
共
に
気
分
一
新
広
報
係
を

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

    　
　
　
（
濵
田
将
尚
）

10,812 (-96)

平成 28 年 3 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,211 (-53)
5,601 (-43)

  4,432 (-14)

　

長
島
に
春
を
告
げ
る
「
第
６
回
長
島

夢
追
い
花
フ
ェ
ス
タ
」
が
３
月
20
日
か

ら
５
月
５
日
ま
で
の
46
日
間
の
日
程
で

開
幕
し
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
と
同
日

に
幕
を
開
け
た
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
サ
ン

セ
ッ
ト
の
丘
と
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
を
会
場
に
お
よ
そ
50
種
50
万
本

の
花
々
が
来
場
者
ら
を
魅
了
し
ま
す
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
開
幕
日
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
は
、
同
フ
ェ
ス
タ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
は
な
ち
ゃ
ん
も
飯
田
実
行
委

員
長
ら
と
参
加
し
ま
し
た
。

↑テープカットをする飯田委員長ら

↑色とりどりの花々が来場者を迎えます

第
６
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕

　

開
催
期
間
中
は
、
会
場
の
受
付
で
長

島
特
産
の
赤
土
じ
ゃ
が
い
も
の
蒸
か
し

芋
が
無
料
で
配
布
さ
れ
豪
華
賞
品
が
当

た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
各
週
日
曜
日
を

中
心
に
、
春
の
木
市
や
和
太
鼓
祭
り
、

じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
は
親
子
木
工
教
室
や
じ
ゃ

が
い
も
祭
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
現
れ
た
こ
の
巨
大
な

壁
画
は
、
旅
す
る
壁
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ヘ
キ
カ

キ
カ
ク
」
の
長
谷
部
美
紅
さ
ん
（
東
京
都
・
会
社

員
）
と
岡
田
杏
里
さ
ん
（
埼
玉
県
・
東
京
芸
術
大

学
大
学
院
生
）
の
2
人
に
よ
り
手
が
け
ら
れ
2
月

22
日
か
ら
約
20
日
間
か
け
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
人
は
こ
れ
ま
で
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ネ
パ
ー
ル
、

富
山
県
氷
見
市
で
、
創
造
の
面
白
さ
を
伝
え
る
た

め
に
各
地
の
住
民
と
一
緒
に
壁
画
を
描
く
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
長
谷
部

さ
ん
が
仕
事
で
長
島
町
を
訪
れ
、
本
町
の
自
然
や

人
の
良
さ
に
引
か
れ
た
こ
と
が
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

縦
約
20
メ
ー
ト
ル
、
横
約
10
メ
ー
ト
ル
の
こ
の

壁
画
の
タ
イ
ト
ル
は
「
長
島
の
は
な
し
」。
2
人

が
本
町
を
訪
れ
、
町
民
に
話
し
を
聞
い
た
り
、
本

町
の
歴
史
を
調
べ
た
り
し
た
も
の
に
、
豊
か
な
海

や
大
地
、
魚
、
み
か
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
、
ヘ
ゴ
や

本
町
の
郷
土
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
民
話
な
ど
を

基
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
頂
に
は
笑
顔
で
温

か
く
迎
え
た
町
民
を
太
陽
の
笑
顔
で
表
現
し
て
い

ま
す
。

　

色
塗
り
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
使
っ
て
声

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
述
べ

１
０
０
人
の
町
民
た
ち
が
協
力
し
、
完
成
し
ま
し

た
。

　

岡
田
さ
ん
は
「
歴
史
を
語
り
継
ぐ
人
た
ち
が
減

少
し
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
話
を
壁
画
に
残

し
、
関
わ
っ
た
人
た
ち
で
語
り
繋
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
。
こ
の
壁
画
が
住
民
に
愛
さ
れ
る
風
景
の
一

部
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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１ ２

３１  6/1  6/2

○飯尾医院 88-5040
○出水病院 62-0419
○こどもクリニック永松64-1500
○内山病院 73-1551
○水野歯科医院 82-0064
□かしま薬局 63-3970
□本町薬局 73-3233
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

憲法記念日

○鷹巣診療所 86-0054
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○鶴見医院 73-0553
○宮薗歯科医院 73-3222
□長島調剤薬局 64-5555
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇二宮医院 62-0167

□じゃがいも祭り
（B&G 体育館周辺）

みどりの日

○長島クリニック88-6405
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○宮薗歯科医院 73-3222
□しおかぜ薬局 88-6011
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

こどもの日

○平尾診療所 88-2595
○市川医院 63-3151
○吉井中央病院 62-3111
○いまむらクリニック 73-1700
○橋口歯科医院 63-2330
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□市民調剤薬局 68-0150
◇出水総合医療センター67-1611

□花フェスタ感謝デー
（サンセットの丘）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○門松医院 64-6100
○田畑歯科医院 62-0888
□長島調剤薬局 64-5555
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

○子宮がん検診
　（夕方検診実施）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○山田クリニック 72-0420
○よしだ歯科クリニック79-3443
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□よつば薬局 79-4331
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○林胃腸科外科 73-3639
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□しおかぜ薬局 88-6011
□こがね薬局 64-1132
□阿久根薬局 72-1017
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○よう皮ふ科医院 63-1112
○奥田蘇明会医院 82-3998
○阿久根眼科 72-0040
○上野歯科医院 63-2306
□あすか薬局 63-7322
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

○子宮がん検診
　（休日検診実施）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

　（夕方検診実施）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は「日本国憲法の施行を記念し、国
の成長を期する」ことを趣旨としています。

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は「自然にしたしむとともにその恩
恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」ことを趣旨と
しています。

●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は「こどもの人格を重んじ、こども
の幸福をはかるとともに、母に感謝する」ことを
趣旨としています。


